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モンゴルからの研修医師市立奈良病院への受入及び市長表敬訪問について 

 

  平成１８年４月２７日にモンゴル国ウランバートル市チンゲルティ区の区議会議員

会会長（ツォグティン・トゥンガラグ）一行が市立奈良病院を視察され、その際同病

院でのモンゴルからの研修医師の受入を要望されました。その後稲葉同病院院長がモ

ンゴルを訪問、医療事情を視察され、双方協議を重ねた結果、モンゴル国の医療の向

上に資するために下記のとおり市立奈良病院において研修医師を受け入れることにな

りました。研修期間は１０月１日から２８日までの予定で、去る９月３０日に２名の

研修医師が来日され、研修が始まりました。 

このたび来日の挨拶のため、市長を表敬訪問されます。 

 

記 

 

1. 日時   平成１９年１０月４日（木）午前１１時３０分～ 

2. 場所   市長室 

3. 訪問者  モンゴル研修医師 

Tsolmon Nyamsuren 

（トーソロン ナムスルン） 

女性 

    専門＝内科・消化器科 

   チンゲルティ区健康センター集中治療室勤務 

        Erdenedelger Dash-Yaichil 

（エルティンゲルリ ダシヤイチル） 

                 女性 

               専門＝伝統医学・リハビリテーション 

               国家公務員総合病院人事課長 

             稲葉 征四郎 市立奈良病院院長 

4. 研修分野  ① 日本の医療事情 

② 病院の管理運営 

③ 臨床研修 


